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最後の試合のイメージは 

校長 香 西 雅 斗 

真夏並みの暑い日があったかと思うと、次の日は半袖では肌寒くなるなど、気温の上下の

激しい日が続いています。科学と自然の散歩みちでは、あちらこちらで大輪のアジサイが彩

りを添え、夾竹桃（キョウチクトウ）が赤と白の花を鮮やかに咲かせています。 
夏に向けて暑さが増していくこの季節は、チームスポーツの部活にとって、最後の大会の

季節でもあります。今年もすでに多くの部活で夏の大会が行われ、熱戦を繰り広げながらも

力及ばず敗退した部活、地区大会を抜けブロック大会に勝ち進んでいる部活とそれぞれです。 
私は、部活動の顧問をしていた時、夏の大会が終わり新チームになった部員たちに「１年

後の最後の試合、君はどんなプレーをしていることをイメージしますか。」という質問をして

きました。部員の多くからは「全力を尽くしている。」「練習の成果を発揮している。」「最高

のプレーをするため、全員で力を合わせている。」という前向きな声が返ってきます。そこで

「その試合は、勝ち試合？ 負け試合？」と問うと「もちろん勝ち試合です。」という答が、

これも結構多くの部員から返ってきます。 
少し考えれば、最後まで勝ち続けられるのは、全国大会優勝の１チーム（個人戦なら１人）

だけです。残りのチームは、たとえそれが１回戦目であろうが、全国大会の決勝であろうが、

負けて終わるという点では平等です。つまり、ほとんどのチームは、最後の負け試合に向け、

日々の練習を積み重ねていることになります。 
全国大会優勝を本気で目指すメンタルトレーニングには、当てはまらないと思いますが、

最後の負け試合での自分の姿をイメージすることは「優勝杯を手にしている自分をイメージ」

して練習するよりも、はるかに現実的で効果的でした。 
新チームで練習を始めるにあたって、生徒たちに話すのは“負け方”です。 

「まだやれると思っているのに、体が動かない。練習してきたことを出せずに終わってしま

った。」とならないように体力をつけよう。「体力は十分残っているのに、焦ったり、怯えた

りして力が発揮できないまま終わってしまった。」とならないように心を鍛えよう。 
スポーツは“心・技・体”と言います。練習量や環境の差があるから“技”で負けるのは

悔しいけど仕方がない。でもできれば“体”力で負けたくはない。そして同じ中学生として

“心”で負けるのはみじめだ。 
だから、最後の試合で「どうか自分の方にボールが来ないでほしい」とか「相手がミスし

てくれないか」という気持ちにならないよう、怖くても相手に向かっていき、あきらめず、

練習してきたことを出し切れる、そんな最後の試合にしようと話しました。 
終わりがあるのは部活だけではありません。中学校生活にも卒業という終わりがあります。

振り返った時、やるべきこと、やりたいことを全てやりきった、後悔のない中学生活だった

といえる人は、ほとんどいないと思います。悔いはたくさん残っている、でも決してみじめ

ではない、できなかったことは後輩に託して卒業していく、中瀬中の生徒たちには、そんな

思いで卒業していってほしいと願っています。そして私たち教職員も、教員生活をその様な

思いで終われるよう、日々前進していきたいと思います。 

                           平成２９年 ６月２８日 発行 

【教育目標】 
【知】自ら学び、考え、進んで行動する人 
【徳】互いを尊重し、協力する人 
【体】心身ともにたくましく健康な人 
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5 月 29 日～31 日、三年生は晴天の修学旅行に行ってきました。1 日目はバ

スで奈良、2 日目は京都班行動、3 日目は京都を班毎にタクシーと例年と同じ

行程でしたが、法隆寺の中門や清水寺の舞台など工事のため見学できない箇所

もありました。 
今年の 2 日目の班行動は、最初に本願寺

近辺で体験学習を行い、安土桃山時代の茶

器で茶道体験をした班もありました。また、

班行動の最後は宿舎でなく高台寺に集合

し、座禅についての話と能を鑑賞しました。 
羽衣の最後の部分だけでした

が、夕方の京都のお寺の能舞台は特別な雰囲気がありました。暑い

中でしたが、3 日間とも全員元気に行動でき、教養あふれる修学旅行

になりました。 
           
３年生にとっては、修学旅行から戻ってきて登校 8 日目の体育大会でした。高温、強風の中でした

が、大きなけがも病人もでず、参観してくださった来賓の方から「さわやかな体育大会ですね。」とお

褒めの言葉をいただきました。また本部席前のゴールに全力で跳びこんでくる 1 年生たちに「二か月

前まで小学生だったとは思えないたくましさですね。」との声もいただきました。 

今年は最初の全校練習から引き締まった雰囲気で、練習が進みました。３年生の「最後の体育大会

を全力で素晴らしいものにしたい」という強い思いが下級生に伝わり、当日１・２年生が３年生の思

いに応え、演技にも競技にも一生懸命取り組

んだのだと思います。 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
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…
最
初
は
実
行
委
員
以
外
の
声
掛
け
が
少
な

か
っ
た
け
ど
、
途
中
か
ら
声
掛
け
が
多
く
な

り
ま
し
た
。 

…
声
掛
け
が
少
な
か
っ
た
時
は
、
チ
ー
ム
ジ
ャ

ン
プ
で
縄
が
止
ま
る
と「
引
っ
か
か
っ
た
の
は

誰
だ
よ
」
と
い
う
言
葉
が
多
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
ク
ラ
ス
全
員
の
声
掛
け
が
増
え
て

く
る
と「
ど
ん
ま
い
！
次
行
こ
う
。
」な
ど
の

前
向
き
な
発
言
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

す
る
と
チ
ー
ム
ジ
ャ
ン
プ
で
跳
べ
る
回
数
も

増
え
て
い
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
、
競
技
に
関
係
な
い
よ
う
で
も
、
ク
ラ

ス
の
絆
が
深
ま
る
と
、
ク
ラ
ス
全
員
が
お
互
い

の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
競
技
も
ど

ん
ど
ん
上
達
す
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

ク
ラ
ス
の
絆
の
お
か
げ
で
、
体
育
大
会
を
皆

で
楽
し
め
た
し
、
頑
張
れ
た
の
で
、
苦
し
か
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
 

二
Ｄ 

 

…
一
つ
悩
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
三
年
生
の

全
員
リ
レ
ー
で
バ
ト
ン
を
配
布
し
て
回
収
す
る

仕
事
だ
。
配
布
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
ら
、
競
技
が

遅
れ
て
し
ま
う
。
人
に
話
す
だ
け
で
も
ド
キ
マ

ギ
す
る
自
分
が「
ど
う
ぞ
バ
ト
ン
で
す
。
」と
先

輩
に
言
わ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
。 

で
も
う
れ
し
い
こ
と
に
友
達
が
一
緒
に
手
伝

っ
て
く
れ
、
三
年
生
に
も
「
ど
う
ぞ
、
こ
れ
バ
ト
ン

で
す
。
」と
言
う
こ
と
が
で
き
た
… 

バ
ト
ン
の
回
収
の
た
め
待
機
し
て
い
た
。
三
年

生
は
、
最
後
だ
か
ら
か
頑
張
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
、
み
ん
な
真
剣
で
速
い
。
自
分
の
気
持
ち
の
入

り
方
と
、
三
年
生
の
気
持
ち
の
入
り
方
は
全
く

違
う
ん
だ
と
感
じ
た
瞬
間
だ
っ
た
。 

…
今
回
、
用
具
係
に
な
っ
て
気
づ
い
た
こ
と
は
、

裏
方
が
い
な
い
と
う
ま
く
回
ら
な
い
と
い
う
こ

と
と
、
選
手
の
気
持
ち
が
よ
く
分
か
る
こ
と
だ
。 

 

最
初
は
や
り
た
く
な
か
っ
た
け
ど
、
仕
事
を
し

て
い
く
中
で
新
し
い
発
見
も
あ
り
、
良
い
経
験
に

も
な
っ
た
の
で
良
か
っ
た
。
… 

＜ 羽衣をまとった阪井先生 ＞ 

＜ 一日目の法隆寺 ＞ 

＜ 織 物 体 験 ＞ 

＜ 準 備 体 操 ＞ 

＜ ２年学年種目 小ムカデ ＞ 



今
ま
で
勝
つ
こ
と
を
メ
イ
ン
で
や
っ
て
き
た
体

育
大
会
だ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
で
最
後
ま
で
団

結
で
き
た
今
回
は
、
真
の
楽
し
さ
を
味
わ
え
た

最
高
の
大
会
だ
っ
た
と
、
心
か
ら
想
い
ま
す
。 

 

特
に
大
ム
カ
デ
は
、
ダ
ン
ト
ツ
の
ビ
リ
の
中
、

ま
だ
四
分
の
一
周
く
ら
い
残
っ
て
い
た
け
ど
、

終
始
笑
顔
で
、
他
の
ク
ラ
ス
に
も
励
ま
さ
れ
な

が
ら
ゴ
ー
ル
し
た
あ
の
場
面
は
、
今
で
も
鮮
明

に
覚
え
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
ク
ラ
ス
だ
け
で
な

く
、
学
年
の
団
結
力
を
見
た
瞬
間
だ
っ
た
、
と

思
い
ま
し
た
。 

結
果
で
言
っ
て
し
ま
え
ば
完
敗
に
な
る
け
れ

ど
、
自
分
た
ち
の
意
識
で「
最
後
」ま
で
笑
顔
で

楽
し
く
、
他
の
ク
ラ
ス
を
け
な
し
た
り
せ
ず
、

終
わ
れ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
勝
ち
負
け
よ
り

も
大
事
な
こ
と
を
大
事
に
で
き
、
本
当
に
楽
し

か
っ
た
で
す
。 

こ
れ
か
ら
受
験
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
準
備
し

て
い
か
な
く
ち
ゃ
い
け
ま
せ
ん
。
絶
対
つ
ら
い
し

め
ん
ど
く
さ
い
け
ど
、
こ
の
体
育
大
会
や
修
学

旅
行
の
思
い
出
を
糧
に
、
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
。  

（Ｃ
） 

チ
ー
ム
ジ
ャ
ン
プ
や
大
ム
カ
デ
を
通
し
て
、

得
意
な
人
が
不
得
意
な
人
を
助
け
、
タ
イ
ミ
ン

グ
や
歩
幅
を
合
わ
せ
、
お
互
い
に
思
い
や
り
心

を
合
わ
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
。
こ
れ

は
普
段
の
生
活
で
も
同
じ
で
、
授
業
で「
自
分

は
で
き
る
か
ら
い
い
」「
こ
ん
な
こ
と
も
分
か
ら

な
い
の
か
」
と
考
え
る
人
や
、
授
業
の
邪
魔
を

し
た
り
参
加
し
な
い
人
は
減
っ
た
と
思
う
。 

 

人
と
心
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い

が
、
や
り
遂
げ
た
時
の
達
成
感
は
大
き
い
。
体

育
大
会
が
終
わ
っ
た
今
が
、
三
年
生
の
本
当
の

ス
タ
ー
ト
だ
と
思
う
。 (

Ｂ) 

 

私
は
走
る
の
が
嫌
い
で
苦
手
で
、
競
技
も
迷
惑
を

か
け
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
思
う
だ
け
で
、
体
育
大

会
が
楽
し
い
と
思
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
で
も
今
回
は
、
皆
で
カ
バ
ー
し
考
え
、
私
も
ク

ラ
ス
の
た
め
と
い
う
気
持
ち
で
全
力
が
出
せ
ま
し

た
。
皆
で
息
を
合
わ
せ
た
大
ム
カ
デ
を
始
め
、
皆

楽
し
そ
う
で
、
誰
一
人
つ
ま
ら
な
い
顔
を
し
た
人

は
い
な
い
体
育
大
会
で
し
た
。 (

Ｂ) 

 

 

大
ム
カ
デ
は
み
ん
な
一
生
懸
命
声
を
出
し
最
後

の
最
後
ま
で
走
り
き
っ
た
。
他
の
ク
ラ
ス
や
観
客
席

の
応
援
も
凄
か
っ
た
。
ゴ
ー
ル
し
て
並
ん
だ
時
、
泣

い
て
い
る
人
も
い
た
。
一
生
懸
命
や
っ
た
か
ら
こ
そ

の
涙
だ
と
思
う
。  

 (

Ｃ) 

もう一つ今年印象的だったのは、３年生の大ムカデで先に

ゴールしたクラスの生徒たちが、声をあげて最後のクラスを

応援していたことです。 

色別対抗も３年目となり、同じ団の選手や他学年を、学年

を超えて応援する雰囲気も定着してきましたが、今年はその

先に進み、お互いの頑張りにエールを送り、みんなで素晴ら

しい中瀬中をつくる動きが生まれてきたのだと思います。 
３年生の様々な思いをかいつまんで紹介します。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

               
中瀬中にとって色々な意味で素晴らしい、特筆すべき体育大会でした。 

 

実
行
委
員
長
が
言
っ
て
い
た
よ
う
に
、
ラ
ジ
オ
体

操
や
組
体
操
の
様
に
、
点
数
が
入
ら
な
い
所
で
も

し
っ
か
り
で
き
て
い
た
と
思
う
。(

Ａ) 

 

大
ム
カ
デ
は
ク
ラ
ス
が
団
結
す
る
だ
け
で
は
終

わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
あ
と
Ｃ
組
だ
け
と
な
っ
た
時

Ａ
組
Ｂ
組
が
、
Ｃ
組
を
応
援
し
だ
し
ま
し
た
。
今
ま

で
で
は
考
え
ら
れ
な
い
、
ク
ラ
ス
を
越
え
て
学
年
が

団
結
し
た
瞬
間
で
し
た
。 (

Ａ) 
 

 

こ
こ
ま
で
学
校
行
事
に
主
体
的
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
は
な
か
っ
た
。
特
に
団
体
種
目
で
は
、
一
つ
一

つ
の
競
技
が
終
わ
る
た
び
に
、
一
年
生
の
頃
か
ら

の
記
憶
が
蘇
り
、
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
悲
し

み
が
こ
み
上
げ
て
き
た
。 (

Ａ) 

  

チ
ー
ム
ジ
ャ
ン
プ
の
練
習
の
時
は
、
引
っ
か
か
っ
て

ば
か
り
で
、
自
分
を
追
い
詰
め
て
い
た
け
ど
、
本
番

は
男
子
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
て
、
そ
の
時
点
で

泣
き
そ
う
だ
っ
た
。 

結
果
発
表
で
４
点
差
の
二
位
と
聞
き
、
一
年
の
時

と
違
い
号
泣
す
る
ほ
ど
悔
し
く
て
た
ま
ら
な
か
っ

た
。
一
年
の
時
は「
あ
い
つ
の
せ
い
だ
」
と
な
す
り
つ

け
合
い
だ
っ
た
の
に
、
今
は
み
ん
な
自
分
の
せ
い
だ

と
言
っ
て
い
て
、
す
ご
い
成
長
し
た
ん
だ
と
思
っ
た
。 

 

最
後
に
学
年
み
ん
な
で
円
陣
を
組
ん
だ
時
、
こ
の

学
年
で
良
か
っ
た
、
こ
の
学
年
な
ら
何
で
も
乗
り

越
え
ら
れ
る
、
そ
う
感
じ
た
。 (

Ａ) 

 

競
技
で
は
な
い
と
こ
ろ
を
見
て
い
て
も
気
持
ち
が

良
か
っ
た
。
移
動
の
ス
ピ
ー
ド
も
速
く
、
係
生
徒
も

一
生
懸
命
で
、
組
体
操
の
間
は
私
語
も
な
く
、
三

年
生
み
ん
な
が
委
員
長
の
言
葉
を
し
っ
か
り
実
行

し
て
い
た
。
こ
の
三
年
生
の『
行
動
力
』が
大
会
を

成
功
へ
と
導
い
た
の
だ
。 (

Ｂ) 

 

一
年
生
の
チ
ー
ム
ジ
ャ
ン
プ
は
す
ご
く
頑
張
っ
て

い
た
し
、
二
年
生
は
た
く
さ
ん
跳
ん
で
い
て
、
皆
の

応
援
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
競
技
以
外
で
も
、

ク
ラ
ス
で
、
学
年
全
員
で
円
陣
を
組
ん
だ
こ
と
が

印
象
に
残
り
ま
し
た
。  (

Ｂ) 

 

全
員
リ
レ
ー
と
選
抜
は
三
年
連
続
で
ア
ン
カ
ー
。

し
か
し
最
下
位
の
ゴ
ー
ル
、
ふ
が
い
な
か
っ
た
。
人

生
最
後
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
組
体
操
、
全
て
が

土
台
だ
っ
た
。
最
後
ま
で
気
を
抜
か
ず
頑
張
っ
た
。 

僕
は
負
け
る
こ
と
は
悔
し
い
が
、
最
後
ま
で
し
っ

か
り
や
れ
ば
楽
し
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ど
ん
な
に

差
が
離
れ
て
最
下
位
で
も
、
必
死
に
前
を
見
れ
ば

後
悔
は
な
い
。
三
年
間
で
、
一
番
楽
し
く
感
じ
た
体

育
大
会
だ
っ
た
。  (

Ｃ) 

 

私
達
の
大
ム
カ
デ
を
、
ゴ
ー
ル
し
た
人
達
が
応
援

し
て
く
れ
た
。
観
客
席
か
ら
も
励
ま
し
の
声
が
聞
こ

え
た
。
負
け
た
悔
し
さ
と
、
応
援
し
て
く
れ
た
人
達

へ
の
感
謝
の
思
い
が
混
ざ
り
合
っ
て
、
不
思
議
と
悲

し
さ
が
和
ら
い
だ
。
泣
い
て
い
る
人
、
励
ま
し
合
う

人
、
学
年
の
団
結
が
見
ら
れ
た
気
が
し
て
、
す
ご
く

う
れ
し
か
っ
た
。  

(

Ｃ) 

＜ ３年生 クラスごとの円陣 ＞ 



    
7 月 15 日の土曜授業では 1・2 時間目にＩＣＴ公開授業を行い、3 時間目に中瀬検定を行います。

中瀬検定は平成１７年に中瀬中学校に着任され６年間校長として在職された、藤川 章 先生の時代に

始まりました。当時は新入生が５３名の学年があるなど、中瀬中学校にとって、とても厳しい時代で

した。その中で先生たちは藤川先生を中心に、中瀬中学校の素晴らしさを再確認し、新しいブランド

を作ろうと、ビオトープやエンカウンターに取り組み、今の中瀬中の基礎を作りました。 

中瀬検定もその取組の一つです。藤川先生はその後、お隣の天沼中学校に赴任され、天沼中学校の

教員とともに中瀬検定を「天沼検定～言霊百選～」に磨きあげられました。藤川先生が中瀬検定の冊

子に載せた言葉を紹介します。（誌面の都合で一部省略しています）  
『夢のたまごを育もう』  

 「夢を大切に」…中瀬中学校名誉校長の小柴昌俊先生は、子どものころに夢中になれるものと出会うことの重

要さを強調されています。そして出会ったものと長い間付きあって自分の生き甲斐に育てる。それが中瀬中の生徒

たちに贈られた言葉、「夢のたまごを育もう！」であったと思います。  

 私たちが幸福な人生を送るためには、「夢を大切に」する以外にもいくつか大切なものがあると思いますが、「教

養」を身につけることも当然大切です。 教養の中味はというと、「マナー」「趣味」から「知識」「技能」「感性」まで幅

広くあります。特に、「知識」「技能」「感性」といえば、中学校で学んでいる九つの教科そのものともいえます。教科

書を相手に、これらに必死に取り組むことももちろん大切なのです。 

でもそれだけでなく、「人間的魅力を高める」「愉しみである」ことに重きを置いて学び、教養を磨くことも目指そう。

そう発案し、作ってきたのが中瀬検定です。 
 
『中瀬検定って何？』 

  教育は、「夢」であり「ロマン」です。子どもたちの夢やロマンを大切に育む「ゆりかご」としての教養をつけるのが中

瀬検定です。日本人の「教養」として検定テキストにまとめました。中瀬中学校の教員たちだけで完成させたオリジ

ナルのテキストを用いて、全校で検定週間を設けて取り組みます。  
 
教養＝文化の発信を！ 

 中瀬検定の大きな特色は、この検定を生徒と教員だけで進めるのではなく、多くの大人の方々に学習支援サポ

ーターとして一緒に入って運営していただくことと、小学生や高校生を含む家族や、地域の大人の方にも検定に参

加できることです。 多くの方々と一緒に、地域への文化発信としたいと願っています。 

今年はこれまでの中瀬検定を、天沼検定をもとにリニューアルし、四十の言葉と文からなる「中瀬

言葉の検定」を作成し、それを使用します。保護者の皆様に、サポーターとしてお手伝いいただくの

も、中瀬検定の素晴らしい点ですので、本年もご協力のほどよろしくお願いいたします。   
７月の予定           ○S …ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ出勤日 

日 月 火 水 木 金 土 

2 生徒会朝礼  3 ○S   4 5 6 7 8 

 生徒朝礼、 中瀬

学級校外学習 

２年理科出前授業 

PTA役員会10:00~ 

１年 ﾌﾚﾝﾄﾞｼｯﾌ  ゚ 

ｽｸー ﾙ ～ 9 (金) 

２年都学力調査 ２年 社会保険労

務士の進路学習 

 

9 全校朝礼  10 ○S   11 12 13 14 PTA高校説明会 15 

  進路保護者会⑤ 

１，２年保護者会 

⑤八成 桃五小の

先生による参観 

避難訓練 

PTA運営委員会 

 ①②ＩＣＴ公開授業 

③中瀬検定 

16 海の日 17 ○S   18 19 職員会議  20 夏季休業始 21 22 

   全校美化 

学年集会 

終業式② 三者面談始 

ﾊﾜ゚ー ｱｯﾌ゚教室始 

 

23 24 25 26 27 28 29 

    三者面談終 

ﾊﾜ゚ー ｱｯﾌ゚教室終 

杉教研 杉並未来サミット 

（ｾｼｵﾝ）13:30～ 

＜８・９月の予定＞ 8/29(火)始業式・②③復習確認テスト、30(木)専門、中央委員会 

9/9(金)３年幼稚園実習、10(土)ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ教育、11(月)～15(金)学校公開週間 

12(火)２年マナー講習、15(金)生徒会役員選挙、学校説明会、26(火)27(水)中間考査 

 


